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シンボジウム

子ども虐待の「今」を考える｜
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l 小児科医として子ども虐待と向き合って， 「今」思うこと
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要 旨

子どもII瞥侍は，近年わがlIlにおいて，その深刻な災態がIﾘlらかになってきておI),新潟ﾘi↓Iﾉ1に

おいても例外ではなく近年,芯州している．筆者らの'ﾉﾐ態調在により， リ0↓|ﾉﾙI医旅機関が'lt旅の虐

待刺列を多く経験していることが分かり，医旅機|Alとしての対応能ﾉﾉのli'l上と体制作りが急務

であった．兼背はjli例検討会を立ち上げ， また， リi↓よりの依傾を受けて新潟ﾘ,↓支援検I沖､'jl'il会談

委員として，児ri鮒川淡所のII曹待小例に対して小児科1尺の並場からの医学的なコメントや助言を

扣当してきた． この|H1迦に対する小児科|兎としての果たすべき役測は多IIIkにわたっており，械

極的なIMIわりが求められている．

キーワード: j亀どもII吋締，医療機関，小児科医
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図l 新潟ﾘi↓Iﾉ1児萌N1'淡所における児狗跡洲1談対応i'|:Wk

20()5年からはTIr町村のNI談件数も炎示(IItMあり）

スであった． ‐'一二楯ll附泄癌の縦浪狭窄があり，背

蛾に父親によるI#親への性行為の艮年にわたる執

勘な強要があった．今であれば，性的DVであり，

それをずっと傍らでl l '!農させられていた女児は心

理的虐侍に相当するので．配仙者暴ﾉﾉ相談支援セ

ンターや児jitNI談所と連概して対応することにな

るが，そのl'ill*はこのような概念そのものがなく，

児fifNI談所にも述絡をすることはなかった．小児

科灰としての前半の20年間くらいは， この程度

の認識と対応能力しかなかった．

1998年にﾘI↓庁主催の母子保健柵祉指導者研修

会において「子どもの虐待防ll対策の現状と今後

の課題について」というシンポジウムが開雌さ

れ， シンポジストの一人として参加したことが，

この|Al題にii体的にIMIわるようになったil'l:接のき

っかけである．医旅機関としても． この問題に彼

極的に関わっていく必要性があることを実感し，

新潟県全体としての体制作りの必要性を感じた．

そのためにも，新潟県lﾉ1の実態を知る必要があ

り， 1999年新潟県内における咲旅機|仏|の火態を調

査した')． リ,↓lﾉﾘにおいても，決して少なくない虐

if]li例が咲旅機関で経験されていることが分か

はじめに

20年～30年前までは，私自身が「子どもへの

膳侍って．あるのは知っているけれど，向分には

あまり関係がないこと､､､.｣、 「虐待に出会ったら，

どうしたらいいのかな？」， 「児童相談所はどんな

ことをどこまでしてくれるところ？」というのが

正直な思いであった．その程度の認識だった自分

がまさか、 ll本子ども虐待防止学会の全lIl大会を，

実行委員災として新潟で引き受けることになろう

とは思ってもみなかったが．それだけ， この問題

の実態が深刻化し，社会全体として取り糺lむくき

問題であるという認識が深まらざるを得なかった

ということであろう．実際，新潟県内の児童HI談

所における児竜唯待相談対応件数（図l)を兇て

も，その墹加は顕著である．

小児科医としての経験

1981年医師になって1年目，ある新潟II↓内の地

方病院にて, II随吐を主訴に出会った10歳の女児

が，私にとって思い,'l」せる限り初めてのII宵侍ケー
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り，医療機関としても， この問題に対する|fl心を

高め，対応能ﾉjの向上と体制を作ることが.E筋で

あると'ﾉさ感した．

1998年1211"l llll会合を新潟子ども虐待防ll2

ネットワークi没立峨備委員会として|ﾙllii!L, li跡ﾉj

は児刺榊|!科医と小児科医，計5名が災まり今後

の活助方針について検討した．

2000年4月第71口|の会合より，新潟了･ども虐待

防止研究会に名称を変更し事例検討1 ' 1心の活肋と

なり， 2ヵ月にl lnl, 2～3症例の亦例検討を行っ

ていた2)． 2004年9月までに計301ul IMIIMした．

参加背は徐々にjW加し，小児科医，児fit糀神科1尺，

法医学肯, l尺帥会理蛎，衙護師，助IWIili,保健帥，

県庁や保他所, ili役所などの行政職員，児竜#1談

所職興，弁i遡士，家庭裁判所調査筒，入学教官な

ど15～30名が,'lﾘﾙﾘし，活発な検討が行われた．

終わりに

このような経緯で， この問題と向き合って，私

なりに経験し学んできたことから，人間が幼少期

から家族|兇l係の!|!で深く傷つきながら育っていく

と， こころと身体にどのような影稗を深く受けて

しまうのか，どれだけ長い年l~lその影稗下に苦し

み続けなければならないのかということを流感さ

せられてきた．そして， この|H1題は，少年犯罪な

ど，社会の様々な問題と根底でつながっている問

題であり，人の生き方を根底から深く変えてしま

う問題であることがI聖1分なりに理解でき，人間理

解がより深まったとも感じている．今では，子ど

も虐待の|ﾊl題に関わるようになったことは，小児

科医として，人として，よかったと感じている．

2015年ll llに予定されているl l本子ども虐待

防ll:学会第21 1'il学術集会にいがた大会において

は， このlHl題を多角的な視点から捉え，予防や対

策，診断，泊旅などについて，全'五|からの多くの

参加背とともに考え，符えやヒントを見つけるこ

とができる大会にすべく，県内の様々な職種や機

|41,立場の人から榊成されるﾐ行委典会で準備を

進めている．

新潟県支援検討専門会議委員としての経験

2001年911から，新潟県は県|ﾉ1の児iit相談所に

おける児噛唯待の』lf例に対する対応や方針の検討

のために処遇検討専門会議を設r'iし, |民帥の立場

からの劇伽l的助さをu的に，新潟県から依械を受

けて委口となった．様々な病気に対する医学的な

説Iﾘl, '1#故かl,噂待かについての恢学的診|析，挫傷

の発生機序と親の説明の不一致点，咲旅ネク'レク

トの可能性と緊危ﾘ唾などについて,Kililiの立j脇か

らの説|ﾘlや意兇を求められてきた．
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